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２
０
１
０
年
４
月
に
開
校
さ
れ
る
中
央
大
学
附
属
中
学

校
の
第
１
回
説
明
会
が
５
月
16
日
（
土
）、
東
京
都
小
金

井
市
の
中
央
大
学
附
属
高
等
学
校
で
開
か
れ
た
。
説
明
会

に
は
、
予
想
を
上
回
る
約
１
３
０
０
人
が
訪
れ
、
会
場
の

附
属
高
校
講
堂
は
ほ
ぼ
満
席
の
盛
況
と
な
っ
た
。
出
席
さ

れ
た
中
学
受
験
を
控
え
た
小
学
生
連
れ
の
父
母
の
み
な
さ

ん
の
中
に
は
、
熱
心
に
メ
モ
と
る
姿
が
目
立
ち
、
附
属
中

学
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

小
金
井
市
の
附
属
高
校
に
併
設

３
年
間
で
60
冊
の
課
題
図
書

　

説
明
会
会
場
の
講
堂
前
に
は
、
会
場
が
開
か
れ
る
１
時

間
ほ
ど
前
に
早

く
も
数
十
人
の

行
列
が
で
き
、

午
前
10
時
の
開

始
時
刻
ま
で
に

父
母
が
続
々
と

来
場
さ
れ
、
全

１
５
６
４
席
の

講
堂
は
、
ほ
ぼ

満
席
と
な
っ
た
。

　

説
明
会
で
は
、

ま
ず
附
属
中
設

立
準
備
室
長
の

三
枝
幸
雄
・
附

属
高
等
学
校
長

（
法
学
部
教
授
）

が
、
あ
い
さ
つ
。

中
央
大
学
創
立

１
２
５
周
年
を

迎
え
る
２
０
１

０
年
に
附
属
高

校
に
併
設
さ
れ

る
附
属
中
学
が
、

「
中
央
大
学
の

基
幹
学
生
を
育

成
す
る
こ
と
に

十
分
に
応
え
ら

れ
る
と
確
信
し

て
い
る
」
と
述

べ
、
中
高
一
貫

教
育
の
意
義
を
強
調
し
た
。

　

三
枝
校
長
は
、
附
属
高
校
で
は
３
年
間
に
課
題
図
書
１

０
０
冊
を
読
破
し
、
８
０
０
０
字
の
卒
業
論
文
を
書
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
附
属
中
学
で
も
60

冊
の
課
題
図
書
を
掲
げ
、
国
語
教
育
を
重
視
し
て
生
徒
の

基
本
的
な
学
習
能
力
を
高
め
た
い
」
と
説
明
。
ま
た
、「
通

常
の
英
語
の
授
業
と
と
も
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の

授
業
を
充
実
さ
せ
、
外
国
人
を
身
近
に
感
じ
、
楽
し
く
学

ん
で
も
ら
う
」
と
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
英
語
教
育
に
力
を
い
れ
る
こ
と
を
強
調

し
た
。

　

さ
ら
に
三
枝
校
長
は
、
大
学
進
学
ま
で
の
６
年
間
の
中

高
一
貫
教
育
で
、「
自
分
の
頭
で
考
え
て
判
断
、
行
動
し
、

自
分
自
身
の
資
質
と
適
正
に
合
っ
た
道
を
進
む
こ
と
の
大

来年４月、中央大学附属中学校が開校来年４月、中央大学附属中学校が開校来年４月、中央大学附属中学校が開校
中高一貫教育で、大学の基幹学生育成中高一貫教育で、大学の基幹学生育成

満
員
盛
況
と
な
っ
た

第
１
回
説
明
会

入
試
情
報
に

父
母
ら
が
熱
心
に
メ
モ

長蛇の列ができた講堂入り口

真新しい附属中の校舎を見学する参加者ら
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切
さ
、
す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
」
な
ど
と

述
べ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
は
か
っ
て
い
く
考
え
を
明
ら
か

に
し
た
。

１
学
年
１
５
０
人
で
１
ク
ラ
ス
30
人

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
制
服

　

続
い
て
附
属
高
校
の
代
田
貴
文
副
校
長
（
設
立
準
備
室

副
室
長
）
が
、
附
属
中
学
の
全
体
像
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

附
属
中
学
は
、
高
校
、
大
学
と
連
携
し
て
、「
明
る
く
、

強
く
、
正
し
く
」
の
校
訓
の
も
と
に
、
男
女
共
学
の
１

学
年
１
５
０
人
、
１
ク
ラ
ス
30
人
の
少
人
数
学
級
で
編

成
。
▽
中
大
の
質
実
剛
健
を
基
盤
に
知
育
・
徳
育
・
体
育

の
調
和
あ
る

教
育
活
動
を

展
開
す
る
▽

中
大
の
基
幹

生
徒
・
学
生

を
育
成
す
る

▽
自
主
・
自

治
・
自
立
の

精
神
を
尊
重

し
、
自
由
に

個
性
を
伸
ば

す
と
と
も
に

自
由
と
責
任

を
重
ん
じ
る

人
材
を
育
成

す
る―

こ
と

を
教
育
理
念
・
目
標
と
す
る
。

　

ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
は
、
▽
中
高
一
貫
し
た
計

画
的
、
継
続
的
な
学
習
の
展
開
▽
教
科
の
枠
組
み
を
超
え

た
総
合
的
な
基
礎
学
力
の
確
立
▽
考
え
る
力
、
感
じ
る
力

の
育
成
▽
国
際
人
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
獲
得
▽
理
論
的
に
思
考
す
る
力
・
科
学
的
に
把
握
す
る

力
の
涵
養―

を
基
本
方
針
に
す
る
。

　

学
校
生
活
で
は
、
制
服
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
ア
イ
テ

ム
の
中
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
制
服
を
用
意
し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

昼
食
で
は
、
週
に
１
回
ク
ラ
ス
全
員
で
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
の

ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
を
と
り
、「
食
育
」
と
し
て
健
康
、
食

文
化
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
、
食
糧
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

最
後
に
代
田
副
校
長
は
、
入
学
試
験
に
つ
い
て
は
国
語
、

算
数
、
社
会
、
理
科
の
４
科
目
で
、
面
接
は
な
い
こ
と
を

説
明
し
、
東
京
都
の
設
立
認
可
が
下
り
る
９
月
に
入
試
要

項
を
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

新
校
舎
は
地
下
１
階
地
上
５
階

体
育
館
や
人
工
芝
の
グ
ラ
ン
ド
も

　

こ
の
あ
と
説
明
会
で
は
、
入
試
出
題
方
針
に
つ
い
て
４

科
目
の
担
当
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。
中
学

受
験
を
目
指
す
児
童
の
保
護
者
は
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
り

な
が
ら
、
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

附
属
中
学
は
、
附
属
高
校
に
隣
接
す
る
約
９
４
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
地
下
１
階
地
上
５
階
の
校
舎
と

体
育
館
、
そ
れ
に
フ
ッ
ト
サ
ル
や
テ
ニ
ス
な
ど
が
楽
し
め

る
オ
ー
ル
人
工
芝
の
グ
ラ
ン
ド
を
擁
す
る
。
説
明
会
の
あ

と
参
加
者
は
、
真
新
し
い
校
舎
の
外
観
を
見
学
し
な
が
ら
、

施
設
・
環
境
の
整
っ
た
附
属
中
学
で
の
勉
強
、
生
活
に
思

い
を
馳
せ
て
い
た
。

　

説
明
会
は
全
６
回
行
わ
れ
、
第
３
回
以
降
は
７
月
11
日
、

９
月
12
日
、
10
月
17
日
、
11
月
７
日
の
午
前
10
時
か
ら
、

附
属
高
校
講
堂
で
開
催
す
る
。

（
編
集
室
）

ほぼ満席となった説明会会場の講堂

中附スタイルの制服 


